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日経平均株価　
　３万８７７６円９４銭　
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　２７３６．５３　　　
　　　▲１．９３(前日比)　

日経平均の日足チャート

 

グロースとスタンダードは強い動き

グ
ロ
ー
ス
中
心
好
決
算
銘
柄
に
照
準

海
外
の
影
響
受
け
難
く
安
心
感

資
金
は
中
小
型
株
に
シ
フ
ト

　

日
経
平
均
は
こ
の
数
カ
月
間
、
４
万
円
に
接
近
す
る
と
戻
り
売
り

に
押
さ
れ
る
ボ
ッ
ク
ス
圏
で
の
推
移
が
続
い
て
い
る
が
、
そ
の
一
方

で
グ
ロ
ー
ス
２
５
０
指
数
（
旧
マ
ザ
ー
ズ
指
数
）
は
２
月
４
日
か
ら

６
連
騰
す
る
な
ど
強
烈
な
戻
り
と
な
り
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
市
場
Ｔ
Ｏ

Ｐ
２
０
指
数
は
２
月
７
日
に
１
２
６
２
・
７
３
ポ
イ
ン
ト
と
最
高
値

を
付
け
る
場
面
が
あ
っ
た
。
短
期
的
に
両
指
数
と
も
利
益
確
定
売
り

に
押
さ
れ
る
場
面
が
あ
り
そ
う
だ
が
、
日
経
平
均
の
膠
着
状
態
が
続

け
ば
好
決
算
銘
柄
を
中
心
に
中
小
型
株
の
選
別
物
色
と
な
り
そ
う
だ
。

  

日
経
平
均
の
上
値
が

重
い
理
由
に
は
様
々
な

要
因
が
あ
る
が
、
こ
れ

ま
で
指
数
を
け
ん
引
し

て
き
た
半
導
体

関
連
が
中
国
発

の
Ａ
Ｉ
「
Ｄ
ｅ

ｅ
ｐ
Ｓ
ｅ
ｅ
ｋ

―

ｒ
１
」
登
場

で
先
行
き
が
不

透
明
に
な
っ
た

こ
と
、
輸
出
企

業
に
つ
い
て
は

ト
ラ
ン
プ
関
税

へ
の
影
響
が
読

み
切
れ
て
い
な

い
こ
と
が
一
因

と
言
え
そ
う
だ
。

そ
の
一

方
で
、

グ
ロ
ー

ス
や
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の

中
小
型
は
国
内
で
の
ビ

ジ
ネ
ス
が
中
心
で
、
こ

れ
ら
海
外
要
因
の
影
響

を
受
け
に
く
い
こ
と
が

物
色
す
る
う
え
で
安
心

感
を
与
え
て
い
る
。

　

時
価
総
額
が
大
き
い

グ
ロ
ー
ス
の
主
力
株
で

は
Ｂ
ｕ
ｙ
Ｓ
ｅ
ｌ
ｌ　

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ

ｉ
ｅ
ｓ
（
７
６
８
５
）

が
１
４
日
に
発
表
し
た

２
５
年
１
２
月
期
の
業

績
見
通
し
で
は
連
結
営

業
利
益
で
前
期
比
３

７
・
３
％
増
の
６
５
億

円
と
大
幅
な
増
益
を
打

ち
出
し
て
い
る
。
ジ
ー

エ
ヌ
ア
イ
グ
ル
ー
プ

（
２
１
６
０
）
も
同
様

に
２
５
年
１
２
月
期
の

営
業
利
益
は
前
期
の
１

４
億
２
０
０
万
円
か
ら

２
３
２
億
１
７
０
０
万

円
と
大
幅
な
増
益
予
想

で
あ
り
、
好
調
な
業
績

が
引
き
続
き
評
価
さ
れ

そ
う
だ
。
テ
ー
マ
株
で

は
宇
宙
関
連
の
ア
ス
ト

ス
ケ
ー
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
１
８
６
Ａ
）

や
Ｑ
Ｐ
Ｓ
研
究
所
（
５

５
９
５
）
は
日
米
首
脳

会
談
前
後
で
人
気
化
し

た
が
、
株
価
は
未
だ
水

面
下
で
更
な
る
奮
起
が

期
待
さ
れ
る
。

　

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
は

住
信
Ｓ
Ｂ
Ｉ
ネ
ッ
ト
銀

行
（
７
１
６
３
）
が
Ａ

Ｉ
活
用
の
住
宅
ロ
ー
ン

で
躍
進
し
て
お
り
株
価

も
強
調
展
開
だ
。
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２
月
第
２
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

ＡＩ半導体関連株をマーク

　

前
週
の
東
京
市
場
は
反
落
し
ま
し
た
。
日
経

平
均
は
前
の
週
か
ら
３
７
２
円
下
落
し
て
い

ま
す
。
日
銀
の
早
期
利
上
げ
観
測
か
ら
国
内
長

期
金
利
が
上
昇
、
一
時
１
４
９
円
台
ま
で
進
ん

だ
円
高
を
警
戒
し
て
下
値
を
探
り
ま
し
た
。
週

末
こ
そ
植
田

日
銀
総
裁
の
国
債
買
い
入

れ
増
額
発
言

を
受
け
、
円
高
が
一
服
し

た
こ
と
で
朝

安
の
あ
と
上
昇
に
転
じ
ま

し
た
が
、
３

万
９
０
０
０
円
台
を
割
り

込
み
、
週
足

は
陰
線
を
引
い
て
い
ま
す
。

　

今
週
は
２

６
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る

エ
ヌ
ビ
デ
ィ

ア
の
決
算
発
表
が
最
大
の

ポ
イ
ン
ト
で

す
。
生
成
Ａ
Ｉ
に
対
す
る

過
剰
な
期
待
は
後

退
、
関
連
銘
柄
に
過
熱
感

は
な
く
、
決
算
の

内
容
が
良
け
れ
ば
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
反
応
が
期

待
で
き
る
で
し
ょ
う
。
全

般
は
ド
ル
円
の
動

向
次
第
で
ボ
ッ
ク
ス
下
限

の
３
万
８
０
０
０

円
を
意
識
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
す
が
、
米
経
済
指
標

が
強
く
円
安
に
傾
く
よ
う
な
ら
、

リ
ス
ク
選
好
ム
ー
ド
が
高
ま
る

可
能
性
が
あ
り
、
Ａ
Ｉ
半
導

体
関
連
の
好
業
績
株
を
マ

ー
ク
で
す
。　
　

 

花
咲 

翁

２５年３月期予想を上方修正

太陽誘電ストップ高太陽誘電の日足チャート

　

週
明
け

１
０
日
、

太
陽
誘
電

（
６
９
７

６
）
が
続

騰
、
ス
ト

ッ
プ
高
ま

で
買
わ
れ

た
。
２
５

年
３
月
期

の
業
績
予

想
に
つ
い

て
、
連
結

営
業
利
益

で
７
６
億

円
か
ら
１
０
０
億
円

（
前
期
比
１
０
・
１
％

増
）
へ
上
方
修
正
し
た
。

自
動
車
や
情
報
イ
ン
フ

ラ
・
産
業
機
器
向
け
の

増
加
が
見
込
め
、
需
要

環
境
が
改
善
し
て
い
く
。

 

サ
ン
ウ
ェ
ル
ズ
調
査
報
告

　

サ
ン
ウ
ェ
ル
ズ
（
９

２
２
９
）
が
ス
ト
ッ
プ

安
。
特
別
調
査
委
員
会

の
調
査
報
告
書
の
受
領

を
発
表
し
た
。
同
社
が

不
正
な
診
療
報
酬
を
請

求
し
た
と
す
る
報
道
に

で
指
摘
さ
れ
た
内
容
の

事
実
関
係
と
問
題
を
特

別
調
査
委
員
会
を
設
置

し
、
客
観
性
の
あ
る
業

務
実
態
を
調
査
し
て
て

き
た
。
訪
問
看
護
に
つ

い
て
、
数
分
し
か
訪
問

し
て
い
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
３
０
分
訪
問
し

た
こ
と
に
し
て
い
た
り
、

同
行
者
が
い
な
い
の
に

い
た
こ
と
に
す
る
な
ど

の
不
正
が
ほ
ぼ
全
て
の

施
設
で
行
わ
れ
て
い
た

と
指
摘
。
不
正
な
診
療

報
酬
の
請
求
額
は
調
査

委
員
会
の
試
算
で
約
２

８
億
４
７
０
０
万
円
に

上
る
と
し
て
い
る
。

ディーエヌエ黒字転換

 

 

　

デ
ィ
ー
・
エ
ヌ
・

エ
ー
（
２
４
３
２
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
。

２
５
年
３
月
期
の

第
３
四
半
期
累
計

決
算
は
、
連
結
営

業
利
益
で
２
０
９

億
７
９
０
０
万
円
（
前

年
同
期
２
７
６
億
２
６

０
０
万
円
の
赤
字
）
と

黒
字
転
換
し
た
。
主
に

ゲ
ー
ム
や
ラ
イ
ブ
ス
ト

リ
ー
ミ
ン
グ
の
業
績
推

移
に
応
じ
、
支
払
手
数

料
が
減
少
し
た
。

古
河
機
金
は
上
方
修
正

　

１
２
日
、
古
河
機
械
金

属
（
５
７
１
５
）が
一
段

高
で
新
値
。
２
５
年
３
月

期
の
業
績
に
つ
い
て
、
連

結
売
上
高
で
１
８
７
７

億
円
か
ら
１
９
８
９
億

円
（
前
期
比
５
・
７
％
増
）
、

営
業
利
益
で
８
２
億
円

か
ら
８
７
億
円
（
同
２
・

１
％
増
）
へ
上
方
修
正
、

期
末
配
当
を
３
０
円
か

ら
４
０
円
（
前
年
同
期
５

５
円
）
へ
引
き
上
げ
た
。

ロ
ッ
ク
ド
リ
ル
で
北
米

向
け
の
油
圧
ク
ロ
ー
ラ

ド
リ
ル
の
出
荷
が
予
想

を
上
回
っ
て
い
る
。

フ
ジ
ク
ラ
増
額
増
配

　

フ
ジ
ク
ラ
（
５
８
０

３
）が
大
幅
続
伸
。
１
０

日
、
２
５
年
３
月
期
通
期

予
想
に
つ
い
て
、
連
結
営

業
利
益
を
１
０
４
０
億

円
か
ら
１
２
４
０
億
円

（
前
期
比
７
８
・
５
％
増
）

に
上
方
修
正
し
た
こ
と

が
引
き
続
き
好
感
さ
れ

た
。
生
成
Ａ
Ｉ
普
及
を
背

景
に
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

向
け
需
要
が
大
幅
に
拡

大
、
年
間
配
当
金
も
６
７

円
か
ら
８
０
円
（
前
期
５

５
円
）
へ
引
き
上
げ
た
。

日
ケ
ミ
コ
ン
68
％
営
業
減
益

　

日
本
ケ
ミ
コ
ン
（
６
９

９
７
）が
急
反
落
。
２
５

年
３
月
期
の
第
３
四
半

期
累
計
決
算
は
、
連
結
営

業
利
益
で
前
年
同
期
比

６
８
・
３
％
減
の
２
２

億
８
７
０
０
万
円
と
大

幅
な
減
益
と
な
っ
た
。
車

載
市
場
と
産
業
機
器
市

場
は
在
庫
調
整
が
長
引

く
な
ど
市
場
低
迷
の
影

響
を
受
け
て
い
る
。

野
村
マ
イ
ク
ロ
が
ス
ト
ッ
プ
高

 
 

　

野
村
マ
イ
ク
ロ
・
サ

イ
エ
ン
ス
（
６
２
５
４
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
。
２
５

年
３
月
期
の
業
績
予
想

に
つ
い
て
、
連
結
売
上

高
で
８
８
０
億
円
か
ら

９
６
０
億
円
（
前
期
比

３
１
・
５
％
増
）
、
営

業
利
益
で
１
２
０
億
円

か
ら
１
４
３
億
円
（
同

３
４
・
３
％
増
）
へ
上

方
修
正
し
た
。
各
地
域

の
水
処
理
装
置
案
件
の

工
事
進
捗
が
順
調
で
米

国
の
大
型
水
処
理
装
置

案
件
の
工
事
進
捗
が
想

定
を
上
回
る
見
通
し
。
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三
井
海
洋
ス
ト
ッ
プ
高

27
％
増
益
見
込
み
連
続
増
配

三井海洋開発の日足チャート

 
 

 

　

１
３
日
、
三
井
海
洋

開
発
（
６
２
６
９
）
が

後
場
急
伸
で
ス
ト
ッ
プ

高
ま
で
買
わ
れ
た
。
こ

の
日
、
２
５
年
１
２
月

期
の
業
績
に
つ
い
て
、

連
結
営
業
利
益
で
前
期

比
２
７
・
０
％
増
の
６

４
８
億
４
１
０
０
万
円

と
大
幅
な
増
益
を
見
込

み
、
年
間
配
当
を
１
２

０
円
（
前
期
８
０
円
）

ヘ
前
期
に
続
い
て
増
配

す
る
こ
と
が
好
感
さ
れ

た
。
生
産
コ
ス
ト
に
競

争
力
の
あ
る
深
海
域
を

中
心
と
し
た
鉱
区
開
発

は
今
後
も
継
続
的
に
行

わ
れ
る
と
し
て
い
る
。

日
揮
Ｈ
Ｄ
営
業
赤
字
に
修
正

　

日
揮
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
１
９
６
３
）
が

大
幅
続
落
。
２
５
年
３

月
期
の
業
績
予
想
に
つ

い
て
、
連
結
営
業
損
益

で
２
６
０
億
円
の
黒
字

か
ら
１
４
０
億
円
の
赤

字
（
前
期
比
１
８
９
億

９
５
０
０
万
円
の
赤

字
）
へ
修
正
し
た
。
台

湾
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
受
入
基
地

建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

建
設
用
地
の
引
渡
し
が

遅
延
、
建
設
工
事
費
用

の
見
積
額
が
大
幅
に
増

加
し
、
新
た
に
損
失
引

当
を
計
上
し
て
い
る
。

楽
天
銀
上
方
修
正
で
Ｓ
高

　

楽
天
銀
行
（
５
８
３

８
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

２
５
年
３
月
期
の
業
績

予
想
に
つ
い
て
、
経
常

収
益
で
１
７
８
５
億
９

２
０
０
万
円
か
ら
１
８

３
６
億
２
０
０
０
万
円

（
前
期
比
３
３
・
１
％
増
）

へ
、
経
常
利
益
で
６
５

０
億
８
３
０
０
万
円
か

ら
６
９
０
億
６
０
０
万

円
（
同
４
２
・
６
％
増
）

へ
上
方
修
正
し
た
。
貸

出
金
利
息
、
買
入
金
銭

債
権
利
息
な
ど
の
資
金

運
用
収
益
が
拡
大
す
る

一
方
、
事
業
規
模
拡
大

に
よ
り
経
営
効
率
が
さ

ら
に
向
上
し
た
。

高砂香利益急拡大
　

週
末
１
４
日
、

高
砂
香
料
（
４

９
１
４
）
が
ス

ト
ッ
プ
高
。
２

５
年
３
月
期
第

３
四
半
期
累
計

の
連
結
決
算
は
、

営
業
利
益
１
３

０
億
８
３
０
０

万
円
（
年
同
期

比
５
倍
）
と
利

益
が
急
拡
大
、
通
期
予

想
を
１
０
０
億
円
か
ら

１
５
０
億
円
（
前
期
比

６
・
５
倍
）
に
上
方
修

正
し
た
。
米
国
で
欧
米

向
け
医
薬
品
中
間
体
の

出
荷
が
増
加
、
東
南
ア

ジ
ア
で
は
飲
料
向
け
フ

レ
ー
バ
ー
や
フ
レ
グ
ラ

ン
ス
の
出
荷
が
予
想
を

上
回
り
、
製
品
構
成
の

最
適
化
に
よ
り
利
益
率

も
改
善
し
て
い
る
。
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２
月
第
３
週
の
動
意
銘
柄

 

転
ば
ぬ
先
の
テ
ク
ニ
カ
ル

 米国消費に黄信号

日々勇太朗

　先週の東京株式市場は反落しまし
た。週初の日経平均は堅調に推移し
ていましたが、長期金利が１．４％
台に乗せると円高が進行し、３万８
５００円割れまで下落しました。現
在、三角保ち合いを形成しています
が、その下値サポートラインに接近。
三角保ち合い継続か、ブレイクかの
重要な攻防中となっています。
　一方、ＮＹ市場では１４日に発表
された小売売上高が前月比０．９％減と
この２年で最大の落ち込みとなりました。
また、２０日にウォルマートが決算発表
しましたが、増収減益となったことで株
価が急落。コロナ禍で支給された３回の
給付金を使い果たし、過剰な借金を抱え
た米国の消費者が、上昇し続ける物価に
苦しみ、消費が急減速している可能性が
出てきました。

　今後は米国の株価次第で日
経平均が下方ブレイクする可
能性があり注意が必要です。

ソニーＧが大幅続伸
今期上方修正で自社株買い

ソニーグループの日足チャート

　

１
４
日
、

ソ
ニ
ー
グ

ル
ー
プ

（
６
７
５

８
）
が
大

幅
続
伸
。

２
５
年
３

月
期
の
業

績
予
想
に

つ
い
て
、

連
結
売
上

高
及
び
金

融
ビ
ジ
ネ

ス
収
入
で

１
２
兆
７

１
０
０
億

円
か
ら
１
３
兆
２
０
０

０
億
円
（
前
期
比
１
・

４
％
増
）
へ
、
営
業
利

益
で
１
兆
３
１
０
０
億

円
か
ら
１
兆
３
３
５
０

億
円
（
同
１
０
・
４
％

増
）
へ
上
方
修
正
し
た
。

金
融
分
野
や
ゲ
ー
ム
＆

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ

ス
が
好
調
に
推
移
。
同

時
に
３
０
０
０
万
株

（
発
行
済
株
の
０
・
５

％
）
ま
た
は
５
０
０
億

円
の
自
己
株
式
取
得
枠

を
設
定
し
た
。

セ
グ
エ
Ｇ
ス
ト
ッ
プ
安

　

セ
グ
エ
グ
ル
ー
プ

（
３
９
６
８
）
が
ス
ト

ッ
プ
安
。
２
４
年
１
２

月
期
の
連
結
決
算
は
計

画
を
下
回
り
、
営
業
利

益
７
億
２
０
０
０
万
円

（
前
年
同
期
比
３
３
・

７
％
減
）
と
大
幅
減
益

で
着
地
、
株
主
優
待
に

つ
い
て
１
０
０
０
株
以

上
保
有
株
主
に
年
間
３

万
円
の
ク
オ
カ
ー
ド
を

贈
呈
し
て
い
が
年
間
２

万
円
へ
縮
小
し
た
こ
と

も
嫌
気
さ
れ
た
。
２
５

年
１
２
月
期
は
営
業
利

益
１
２
億
６
０
０
０
万

円
（
前
期
比
７
５
・
０

％
増
）
と
大
幅
増
益
を

見
込
み
、
年
間
配
当
を

１
３
円
（
前
期
１
１
円
）

に
増
配
す
る
が
反
応
薄
。

Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｉ
ａ
エ
ン
タ
メ
玩
具
販
売

　

Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｉ
ａ
（
４

４
２
４
）
が
ス
ト
ッ
プ

高
。
エ
ン
タ
メ
玩
具
を

販
売
す
る
越
境
Ｅ
Ｃ
サ

ー
ビ
ス
「
Ｆ
ａ
ｎ
ｄ
ｏ

ｍ 

Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
」
の

企
画
・
運
営
事
業
を
新

た
に
開
始
す
る
と
発
表

し
た
。
特
に
海
外
で
人

気
の
高
い
日
本
の
ト
レ

ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
、

フ
ィ
ギ
ュ
ア
、
プ
ラ
モ

デ
ル
、
缶
バ
ッ
ジ
、
ぬ

い
ぐ
る
み
な
ど
を
北
米
、

欧
州
を
中
心
に
販
売
し

て
い
く
。

サ
ン
リ
オ
大
幅
増
額
増
配

　

週
明
け
２
１
７
日
、

サ
ン
リ
オ
（
８
１
３
６
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
。
２
５

年
３
月
期
の
業
績
予
想

に
つ
い
て
、
連
結
売
上

高
で
１
３
０
６
億
円
か

ら
１
４
０
５
億
円
（
前

期
比
４
０
・
５
％
増
）
へ
、

営
業
利
益
で
４
１
０
億

円
か
ら
５
１
２
億
円
（
同

９
０
・
０
％
増
）
へ
上

方
修
正
、
期
末
配
当
を

２
０
円
か
ら
３
２
円
（
前

年
同
期
４
３
・
５
０
円
）

へ
引
き
上
げ
た
。
「
ハ
ロ

ー
キ
テ
ィ
」
５
０
周
年

関
連
の
施
策
や
複
数
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
戦
略
に
よ

り
好
調
が
継
続
、
北
米

や
中
国
の
ラ
イ
セ
ン
ス

事
業
が
牽
引
し
た
。

ミ
ン
カ
ブ
大
幅
赤
字
で
無
配
へ

　

ミ
ン
カ
ブ
・
ジ
・
イ

ン
フ
ォ
ノ
イ
ド
（
４
４

３
６
）
が
ス
ト
ッ
プ
安
。

２
５
年
３
月
期
の
業
績

予
想
に
つ
い
て
、
連
結

売
上
高
で
１
５
０
億
円

か
ら
１
０
６
億
円
（
前

期
比
６
・
９
％
増
）
へ
、

営
業
損
益
で
１
２
億
円

の
黒
字
か
ら
１
９
億
３

０
０
０
万
円
の
赤
字

（
前
期
６
億
９
９
０
０

万
円
の
赤
字
）
へ
下
方

修
正
、
期
末
一
括
配
当

を
２
６
円
か
ら
無
配

（
前
期
２
６
円
）
へ
引

き
下
げ
た
。
収
益
多
様

化
策
に
失
敗
し
、
中
期

計
画
の
取
り
下
げ
た
。

日マイクロ３０％営業増益
　

日
本
マ
イ
ク
ロ

ニ
ク
ス
（
６
８
７

１
）
が
ス
ト
ッ
プ

高
。
２
５
年
１
２

月
期
の
業
績
に
つ

い
て
、
第
２
四
半

期
累
計
の
連
結
営

業
利
益
で
前
年
同
期
比

３
０
・
１
％
増
の
７
５

億
円
と
大
幅
な
増
益
を

見
込
ん
だ
こ
と
が
好
感

さ
れ
た
。
プ
ロ
ー
ブ
カ

ー
ド
事
業
で
は
生
産
能

力
増
強
の
た
め
、
青
森

工
場
の
新
棟
稼
働
に
注

力
。
ま
た
、
半
導
体
の

高
性
能
化
に
対
応
す
る

研
究
開
発
を
継
続
し
、

新
技
術
開
発
を
進
め
る
。
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大和ハウス工業 立花エレテック

３Ｑ累計は２５％営業増益
事業施設と戸建住宅が収益牽引

インバーターは堅調に推移
ＡＣサーボなどは大幅伸長の反動減

　大和ハウス工業（１９２５）の２５年３月
期第２四半期累計の連結決算は、売上高３兆
９５０２億９５００万円（前年同期比５．２
％増）、営業利益３５７２億２４００万円（同
２５．４％増）と増収大幅増益で着地した。
　事業施設と戸建住宅事業が２ケタ増収で利
益を大幅に拡大、全社収益を牽引した。事業
施設は３Ｑ累計期間に８件の物流施設が竣工、
再開発物件の売却や２物件の買取再販を行っ
た。戸建住宅は米国事業の拡大が続いている。
　通期は売上高５兆３７００億円（前期比３．
２％増）、営業利益４４００億円（同０％）と
前回予想を据え置いた。
　併せて大友浩嗣専務が新社長に昇格する人
事を発表した。芳井敬一社長は代表権のある
会長に就任する。

　立花エレテック（８１５９）の２５年３月
期通期の第３四半期累計（４～１２月）決算は、
連結売上高で１５９８億８８００万円（前年
同期比６．４％減）、営業利益で５７億３００
０万円（同３３．９％減）、純利益で５４億９
００万円（同１６．４％減）となった。
　ＦＡ機器分野では、インバーターは製品供
給の正常化が進み堅調に推移したものの、プ
ログラマブルコントローラーやＡＣサーボは
前年が製品供給の回復によって大幅伸長した
ことによる反動減を受けている。
　通期は連結売上高２２００億円（前期比４．
８％減）へ、営業利益８４億円（同２２．０％減）、
純利益６５億円（同２３．３％減）の前回予
想を据え置いている。年間配当１００円も継
続する。

欧
州
で
の
軍
事
費
増
で
思
惑

防
衛
関
連
買
い
進
ま
れ
る

川崎重工の日足チャート

 
 

 

　

１
８
日
、
三
菱
重
工

業
（
７
０
１
１
）
や
Ｉ

Ｈ
Ｉ
（
７
２
１
３
）
、

川
崎
重
工
業
（
７
０
１

２
）
の
防
衛
関
連
が
買

い
進
ま
れ
た
。
仏
パ
リ

で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦

争
を
め
ぐ
る
緊
急
会
談

が
開
か
れ
た
。
イ
ギ
リ

ス
の
キ
ア
・
ス
タ
ー
マ

ー
首
相
は
恒
久
的
な
和

平
協
定
が
成
立
し
た
場

合
、
イ
ギ
リ
ス
軍
を
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
派
遣
す
る

こ
と
を
検
討
す
る
と
し
、

会
談
と
は
別
に
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー

大
統
領
が
Ｅ
Ｕ
軍
の
創

設
を
提
案
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
欧
州
地
域
で

の
防
衛
関
連
需
要
拡
大

が
期
待
さ
れ
た
。

Ｓ
Ｒ
Ｅ
Ｈ
Ｄ
株
式
売
り
出
し

　
Ｓ
Ｒ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
２
９
８
０
）

が
急
落
。
２
５
年
３
月

期
の
期
末
一
括
配
当
に

つ
い
て
１
５
円
の
初
配

当
を
行
う
と
発
表
し
た

も
の
の
、
同
時
に
ソ
ニ

ー
グ
ル
ー
プ
（
６
７
５

８
）
通
じ
て
２
１
１
万

６
７
０
０
株
の
株
式
売

り
出
し
を
行
う
と
発
表

し
た
こ
と
で
需
給
悪
化

が
懸
念
さ
れ
た
。

日
産
、
三
菱
自
が
急
反
発

 
 

 
 

 

　

日
産
自
動
車
（
７
２

０
１
）
と
三
菱
自
動
車

（
７
２
１
１
）
が
急
反

発
。
「
ホ
ン
ダ
は
日
産

の
内
田
誠
社
長
が
退
け

ば
同
社
と
の
交
渉
を
再

開
す
る
用
意
が
あ
る
」

と
英
紙
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
タ
イ
ム
ズ
が
事
情

に
詳
し
い
複
数
の
関
係

者
を
引
用
し
て
報
じ
た
。

日
産
社
内
の
反
対
を
よ

り
う
ま
く
制
御
で
き
る

新
ト
ッ
プ
が
就
任
す
れ

ば
、
協
議
を
再
開
す
る

準
備
が
あ
る
と
し
て
お

り
、
内
田
社
長
が
退
任

す
れ
ば
一
気
に
統
合
交

渉
が
復
活
す
る
と
の
期

待
が
高
ま
っ
た
。

ジェネパは特許

 
 

 
 

　

１
８
日
、
ジ

ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
パ
ス
（
３
１

９
５
）
が
ス
ト

ッ
プ
高
。
連
結

子
会
社
の
青
島

新
嘉
程
家
紡
有

限
公
司
が
新
た

に
「
カ
ポ
ッ
ク

繊
維
と
羽
毛
を

含
む
充
填
材
及

び
そ
の
製
造
装
置
・
製

造
方
法
」
に
関
す
る
特

許
を
取
得
し
た
。
カ
ポ

ッ
ク
は
熱
帯
地
域
に
生

息
す
る
木
の
実
か
ら
採

取
さ
れ
る
天
然
繊
維
。

カ
ポ
ッ
ク
繊
維
は
天
然

素
材
と
し
て
持
続
可
能

性
を
高
め
な
が
ら
、
羽

毛
に
匹
敵
す
る
軽
量
性

と
保
温
性
を
備
え
つ
つ
、

羽
毛
と
比
較
し
非
常
に

経
済
的
と
い
う
。
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新田ゼラチン

利益予想と配当を引き上げ
国内需要拡大し海外は医療用順調

日本トリム

３Ｑ売上、利益とも過去最高
期末一括配当１３０円に引き上げ

　日本トリム（６７８８）の２５年３月期第
３四半期累計の連結決算は、売上高１６９億
６７００万円（前年同期比８．６％増）、営業
利益２６億７１００万円（同８．０％増）、最
終利益１８億６２００万円（同８．９％増）
で着地した。整水器は企業への一括導入が増加、
インドネシアボトルドウォーター事業はペッ
トボトル、ガロンボトルとも売上高が過去最
高となり、売上げ、利益とも第３四半期とし
て過去最高を更新した。
　通期は売上高２２８億円（前期比１１．７
％増）、営業利益３５億７０００万円（同１５．
９％増）、最終利益２４億７０００万円（同１４．
９％増）と従来予想を据え置き、期末一括配
当を９５円から１３０円（前期８５円）に引
き上げた。
　

　新田ゼラチン（４９７７）は２５年３月期
の業績予想を連結売上高では３９０億円（前
期比３．５％減）の従来予想を据え置いたが
営業利益で３６億円から３９億円（同２．１倍）
へ、純利益で１６億円から２１億円（前期１
８億５０００万円の赤字）へ上方修正、期末
配当を９円から１１円８前年同期８円）へ引
き上げた。連結子会社の固定資産売却益を特
別利益へ計上している。
　国内ではソフトカプセル用、グミキャンデ
ィー用の需要が引き続き好調に推移したこと
に加え、物価高を背景に内食需要が増えた影
響で製菓・調理用、冷凍食品向けの販売も伸長。
バイオメディカルでは第２四半期より取り扱
いの始まった海外医用材料メーカーへの医療
用ゼラチン販売が順調に拡大している。

英インディペンデント大量保有

資生堂は１３％超上昇

資生堂の日足チャート

 
 

 

　

１
８
日
、

資
生
堂

（
４
９
１

１
）
が
急

反
発
、
上

昇
率
は
１

３
％
を
超

え
た
。
英

投
資
会
社

の
イ
ン
デ

ィ
ペ
ン
デ

ン
ト 

フ

ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ 

パ

ー
ト
ナ
ー

ズ
が
１
９

日
受
付
分
の
大
量
保
有

報
告
書
（
５
％
ル
ー

ル
）
で
保
有
割
合
は

５
・
２
％
と
大
量
保
有

が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
が
材
料
視
さ
れ
た
。

保
有
の
目
的
は
純
投
資

お
よ
び
状
況
に
応
じ
て

の
重
要
提
案
行
為
な
ど

と
い
う
。

Ｄ
Ｗ
Ｔ
Ｉ
稀
薄
化
懸
念

　
デ
・
ウ
エ
ス
タ
ン
・

セ
ラ
ピ
テ
ク
ス
研
究
所 

（
４
５
７
６
） 

が
急
落
。

定
款
の
一
部
変
更
を
発

表
、
発
行
可
能
株
式
総

数
を
４
８
４
４
万
２
０

０
０
株
か
ら
１
億
６
６

０
０
万
株
へ
引
き
上
げ

た
こ
と
か
ら
一
株
当
た

り
利
益
の
希
薄
化
懸
念

が
台
頭
し
た
。

メ
デ
ィ
シ
ノ
バ
大
幅
赤
字

 
 

 
 

　

２
０
日
、
メ
デ
ィ
シ

ノ
バ
・
イ
ン
ク
（
４
８

７
５
）
が
急
落
。
２
４

年
１
２
月
期
決
算
で
１

２
６
７
万
５
３
３
１
ド

ル
の
営
業
赤
字
に
な
っ

た
。
Ｍ
Ｎ
―
１
６
６
イ

ブ
ジ
ラ
ス
ト
に
つ
い
て

は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
後

遺
症
で
の
臨
床
試
験
は

カ
ナ
ダ
全
土
で
約
８
０

０
～
１
０
０
０
人
の
患

者
組
入
れ
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
現
時
点
で
の

登
録
は
４
５
０
人
超
ま

で
進
捗
し
て
い
る
。

テ
ラ
ド
ロ
ン
販
売
契
約

　
Ｔ
ｅ
ｒ
ｒ
ａ　

Ｄ
ｒ

ｏ
ｎ
ｅ
（
２
７
８
Ａ
）
が

急
伸
。
米
国
の
ド
ロ
ー

ン
販
売
代
理
店
Ｒ
Ｍ
Ｕ

Ｓ
と
自
社
開
発
の
屋
内

点
検
用
ド
ロ
ー
ン
「
Ｔ

ｅ
ｒ
ｒ
ａ 

Ｘ
ｒ
ｏ
ｓ

ｓ 

１
」
の
販
売
契
約

を
結
ん
だ
と
発
表
し

た
。
Ｔ
ｅ
ｒ
ｒ
ａ 

Ｘ
ｒ

ｏ
ｓ
ｓ 

１
を
米
国
と

カ
ナ
ダ
市
場
で
販
売
拡

大
を
推
進
し
て
い
く
。

公
開
価
格
73
％
上
回
る

フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
初
値

 
 

 
 

 

　

フ
ラ
イ
ヤ
ー
（
３
２

３
Ａ
）
が
東
証
グ
ロ
ー

ス
市
場
に
新
規
上
場
、

公
開
価
格
６
８
０
円
を

７
３
・
２
％
上
回
る
１

１
７
８
円
で
初
値
が
生

ま
れ
、
そ
の
後
は
急
速

に
値
を
消
し
て
９
３
２

円
で
引
け
た
。
ビ
ジ
ネ

ス
書
の
要
約
サ
ー
ビ
ス

「
ｆ
ｌ
ｉ
ｅ
ｒ
」
・

「
ｆ
ｌ
ｉ
ｅ
ｒ 

ｂ
ｕ

ｓ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
」
の
開

発
・
運
営
を
行
う
。
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ステムセル研究所

２ケタ増収で営業益倍増
レストラン収益改善し機内食黒字浮上

グルメ杵屋

大幅増収増益予想据置く
３Ｑオンライン広告凍結で計画下回る

　グルメ杵屋（９８５０）の２５年３月期第
３四半期累計の連結決算は、売上高３２４億
７２００万円（前年同期比１５．４％増）、営
業利益１２億８７００万円（同２．２倍）と
２ケタ増収で利益が倍増した。レストランは
オペレーション改善による回転率アップ、モ
バイルオーダーによる追加注文促進、原材料
高騰に対するメニュー改定などに取り組んだ
ことで、増収で収益が大きく改善、機内食が
国際線回復に伴い搭載食数が増え。売上が倍増、
黒字に浮上したことで、全社収益が急回復した。
　通期は売上高４２１億６５００万円（前期
比１１３．９％増）、営業利益１２億７００万
円（同２．９倍）と従来予想を据え置いており、
第３四半期で営業利益は通期計画を超過達成
した。期末一括配当は６円を継続。

　ステムセル研究所（７０９６）の２５年３
月期第３四半期累計の単体決算は、売上高２
０億４０００万円（前年同期比８．３％増）、
営業利益３億５８００万円（同０．７％増）、
最終利益３億３９００万円（同３３．３％増）
で着地した。オンライン広告のアカウントが
第２四半期の途中で凍結され、資料請求数が
大幅に減少したことでさい帯・さい帯血の検
体数が計画を下回り、連続最高業績ながら売
上げ、利益の伸びが鈍った。
　ただ、広告の新規開拓と新プランの見直し
により、想定以上に成約率が向上、平均単価
も上昇しており、通期は売上高３０億円（前
期比２０．９％増）、営業利益６億円（同４５．
０％増）、最終利益５億円（同６０．８％増）
と期初予想を据え置いた。

株
主
優
待
制
度
再
導
入
を
好
感

く
ら
寿
司
ス
ト
ッ
プ
高

くら寿司の日足チャート

 
 

 

　

２
０
日
、
く
ら
寿
司

（
２
６
９
５
）
が
ス
ト

ッ
プ
高
。
１
９
日
の
取

引
終
了
後
、
株
主
優
待

制
度
の
再
導
入
を
発
表

し
た
こ
と
が
好
感
さ
れ

た
。
毎
年
４
月
末
の
株

主
に
対
し
て
１
０
０
株

以
上
の
株
主
に
は
２
５

０
０
円
分
、
２
０
０
株

以
上
は
５
０
０
０
円
分
、

４
０
０
株
以
上
は
1
万

円
分
、
１
０
０
０
株
以

上
は
２
万
円
分
の
食
事

券
を
贈
呈
す
る
。
廃
止

前
は
割
引
券
と
し
て
提

供
し
て
い
た
が
、
利
便

性
に
考
慮
し
て
食
事
券

で
の
発
行
と
し
た
。

日産は出資依頼

 
 

 
 

　

週
末
２
１
日
、

日
産
自
動
車

（
７
２
０
１
）

が
後
場
に
入
っ

て
急
伸
。
一
部

報
道
で
菅
元
首

相
や
元
テ
ス
ラ

取
締
役
の
水
野

氏
が
、
テ
ス
ラ

に
対
し
日
産
に

出
資
す
る
よ
う

働
き
か
け
て
い

る
計
画
が
あ
る
と
伝
わ

っ
た
こ
と
で
思
惑
買
い

が
向
か
っ
た
。

相
鉄
Ｈ
Ｄ
株
式
売
出
し

　
相
鉄
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
９
０
０
３
）
が

３
日
続
落
。
小
田
急
電

鉄
（
９
０
０
７
）
な
ど

か
ら
計
８
４
７
万
９
９

０
０
株
の
株
式
売
り
出

し
を
行
う
と
発
表
し
た

こ
と
か
ら
需
給
悪
化
懸

念
が
台
頭
し
た
。
同
時

に
上
限
２
０
０
万
株
（
発

行
済
株
式
総
数
に
対
す

る
割
合
２
・
０
４
％
）

ま
た
は
５
０
億
円
の
自

己
株
式
取
得
枠
設
定
を

発
表
し
た
が
反
応
は
限

定
的
。

ミ
ス
ミ
Ｇ
商
機
拡
大
期
待

 
 

　

ミ
ス
ミ
グ
ル
ー
プ
本

社
（
９
９
６
２
）
が
急

騰
。
中
国
電
子
商
取
引

大
手
ア
リ
バ
バ
グ
ル
ー

プ
の
呉
泳
銘
最
高
経
営

責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
が

決
算
会
見
で
、
向
こ
う

３
年
に
Ａ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ

投
資
を
さ
ら
に
拡
大
し

て
い
く
考
え
を
表
明
し

た
こ
と
で
、
中
国
で
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
関
連
案

件
を
手
掛
け
る
同
社
に

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
拡

大
へ
の
期
待
か
ら
買
い

が
向
か
っ
た
。

公
開
価
格
25
％
上
回
る

ブ
ッ
キ
ン
グ
Ｒ
の
初
値

 
 

 
 

 

　

ブ
ッ
キ
ン
グ
リ
ゾ
ー

ト
（
３
２
４
Ａ
）
が
東

証
グ
ロ
ー
ス
市
場
に
新

規
上
場
、
公
開
価
格
１

２
４
０
円
と
を
２
５
・

０
上
回
る
１
５
５
０
円

で
初
値
が
生
ま
れ
た
。

旅
行
者
の
予
約
獲
得
を

目
的
と
し
た
宿
泊
施
設

の
集
客
支
援
事
業
と
直

営
宿
泊
事
業
を
行
う
。
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今期３２％営業増益見込む
新規獲得数は過去最高を更新

新コスモス電機

２５年３月期通期上方修正
販売好調で価格改定やコスト低減も

ｅＷｅＬＬ

今１２月期期も大幅増益
植原社長新たな受注獲得に意欲

ＤｍＭｉＸ

第２四半期は１２％増収
電動化で信頼性試験へニーズ強まる

クオルテック

　新コスモス電機（６８２４）は２５年３月
期の通期予想を連結売上高で４１６億６１０
０万円から４１７億円（前期比８．２％増）へ、
営業利益で４１億円から４９億２０００万円
（同２０．４％増）へ、純利益で２３億８０
００万円から３１億９０００万円（同７．８
％増）へ上方修正した。
　家庭用ガス警報器関連では米国市場におけ
る電池式メタン警報器および海外市場におけ
る警報器用ガスセンサの販売が好調に推移し、
工業用定置式ガス検知警報器関連では国内市
場における自動車業界向けガス検知警報器の
販売やメンテナンスサービスは堅調に推移。
業務用携帯型ガス検知器関連堅調に推移して
いる。利益面では、価格改定の効果や生産コ
スト低減への取り組みによる売上原価率の改
善、さらには経費削減などが寄与した。

　クオルテック（９１６５）の２５年６月期
２四半期累計の単体決算は、売上高１９億２
８００万円（前年同期比１２．０％増）、営業
利益１億５６００万円（同８．２％減）で着
地した。主要ユーザーの車載業界は電動化推
進の動きが活発化、信頼性試験へのニーズが
強まっており、２ケタ超の増収を達成、ただ、
営業体制強化や次世代半導体を中心とした研
究開発、人件費負担が収益を圧迫した。
　通期については、パワエレテクノセンター
早期立ち上げにより、主力の信頼性評価事業
の拡販体制が整い、微細加工事業も既存分野
の回復に加え、医療分野の引き合いが旺盛で、
売上高４０億円（前年同期比１０．４％増）、
営業利益３億８５００万円（同１．０％増）
と従来予想を据え置いた。年間配当は３７円
を計画。

　ｅＷｅＬＬ（５０３８）の２４年１２月期は
売上高２５億７１００万円（前の期比２４．
３％増）、営業利益１１億３５００万円（同２５．
０％増）となり、続く２５年１２月期も売上
高３３億４９００万円（前期比３０．３％増）、
営業利益１４億９４００万円（同３１．６％増）
と大幅な増収増益を見込む。
　多くの事業所を有する大法人との段階的な
契約が進んでおり新規獲得数は過去最高を更
新、新たにリリースしたＡＩ訪問看護計画報
告はすでに既存顧客の２７％が契約済みで、
中野剛人社長は決算会見の席上、「在宅医療の
プラットフォーマーとしてのさらなる進化」
に意欲を見せた。従来よりスピードを上げて
連続的に新規プロダクトをリリースすること
で２７年１２月期に営業利益で２２億５００
０万円を目指す。

　ダイレクトマーケティングミックス（７３
５４）の２４年１２月期決算は連結売上収益
で２０９億５２００万円（前の期比２２．０
％減）、営業利益１４億３４００万円（同１７．
５％増）となり、続く２５年１２月期は売上
収益で２２０億円（前期比５．０％増）、営業
利益１８億円（同２５．５％増）と前期に続
き大幅な増益を見込む。
　携帯キャリア向けの通信インフラセクター
の需要回復やタクシー配車アプリ会社などの
新規領域の開拓が進んできたことで「最悪期
を脱した」（植原大祐代表執行役社長ＣＥＯ）
と業績回復に手応えを感じる。旧来型対面サ
ービスのデジタル化が進む中で、ユーザーと
の双方向のコミュニケーション力を有する同
社の存在感は高く、カーシェアリングなど新
たな受注獲得にも意欲を見せる。
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株街往来
星野三太郎の

～やはり現金が安全～
 

　

現
金
決
済

比
率
が
高
い
日
本
だ
が
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
協
議
会

に
よ
る
と
政
府
が
掲
げ
る

「
２
０
２
５
年
６
月
ま
で
に

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
比
率

を
４
割
」
と
い
う
目
標
は
達

成
は
目
前
だ
そ
う
だ
。

　

一
部
の
鉄
道
で
は
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
を
か
ざ
す
だ
け

で
改
札
機
を
そ
の
ま
ま
通
過

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
筆
者

も
Ｐ
ｉ
Ｔ
ａ
Ｐ
ａ
な
ど
の
Ｉ

Ｃ
乗
車
券
を
使
う
頻
度
が
減

っ
た
。
タ
ッ
チ
決
済
機
能
が
普
及
し
た
こ
と
で
ス
ー
パ
ー

な
ど
で
の
買
い
物
も
カ
ー
ド
利
用
時
の
暗
証
番
号
が
不
要

に
な
り
、
利
便
性
は
こ
の
数
年
で
各
段
に
向
上
し
た
が
、

こ
の
前
は
タ
ッ
チ
決
済
端
末
に
カ
ー
ド
を
置
い
た
ま
ま
店

を
出
て
し
ま
う
ミ
ス
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
。
利
便
性
は
向

上
し
た
が
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
は
あ
る
程
度
は
現
金
で
決

済
す
べ
き
と
反
省
し
て
い
る
。

　

４
月
１
３
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
大
阪
・
関
西
万
博
で
は

電
子
チ
ケ
ッ
ト
必
須
で
来
場
日
の
予
約
も
必
要
に
な
る
。

電
子
チ
ケ
ッ
ト
は
プ
ロ
野
球
の
観
戦
で
も
増
え
て
い
る
が
、

こ
れ
も
ス
マ
ホ
の
デ

ー
タ
が
消
え
た
ら
と

い
う
不
安
が
あ
る
。

紙
の
チ
ケ
ッ
ト
が
や

は
り
安
心
と
思
う
ア

ナ
ロ
グ
世
代
は
筆
者

だ
け
で
は
な
い
と
思

う
の
だ
が
…
。

次世代半導体パッケ
ージ向け銅張積層板

次世代半導体パッケージ向けに

 

レゾナックＨＤ

低熱膨張銅張積層板開発

　
レ
ゾ
ナ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
４
０
０
４
）
は
、
半
導
体

パ
ッ
ケ
ー
ジ
大
型
化
に
伴
う
課
題

の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
反
り
」
を
抑

制
し
た
、
次
世
代
半
導
体
パ
ッ
ケ

ー
ジ
向
け
低
熱
膨
張
銅
張
積
層
板

を
開
発

し
た
。

　

温
度

サ
イ
ク

ル
試
験

に
お
け

る
寿
命

は
従
来

比
の
４

倍
を
実
現
し
、
１
０
０
ｍ
ｍ
ｘ
１

０
０
ｍ
ｍ
を
超
え
る
半
導
体
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
も
対
応
し
、
２
０
２
６

年
の
量
産
開
始
を
目
指
し
て
い
る
。

計
算
科
学
技
術
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
マ
ル
チ
ス
ケ
ー
ル
解
析
」
の
応
用

に
よ
り
、
銅
張
積
層
板
を
形
成
す

る
各
材
料
個
別
の
設
計
指
針
を
明

確
に
し
開
発
。
ク
ラ
ッ
ク
が
発
生

し
や
す
い
コ
ア
層
の
樹
脂
に
か
か

る
局
所
的
な
応
力
を
詳
細
に
解
析

し
、
樹
脂
の
特
定
の
物
性
を
制
御

す
る
こ
と
で
、
発
生
す
る
応
力
を

低
減
し
た
銅
張
積
層
板
を
開
発
し

た
。

　

今
回
の
技
術
は
銅
張
積
層
板
に

限
ら
ず
、
複
数
材
料
か
ら
成
る
幅

広
い
製
品
に
対
応
し
て
い
る
。

Ｎｅｗ　ｐｒｏｄｕｃｔ

味
の
素食事に合うプロテインプロテインみそ汁

手軽においしくたんぱく質

味の素ｋｋ プロテインみそ汁

 

　味の素（２８０
２）は、お湯を注
ぐだけで手軽にお
いしくたんぱく質
が摂取できる「味
の素ＫＫ プロテ
インみそ汁」を３
月３日から味の素
ダイレクトオンラ
インショップなど
の通販サイトで全
国発売する。

　味噌汁１杯分でからだのもととなるたんぱ
く質が２０ｇ摂れる、食事と合わせて飲むこ
とができるプロテイン。美容や健康面で嬉し
いソイプロテインやコラーゲンを配合してお
り、ソイプロテインはホエイプロテインより
も体内でゆっくり吸収されるため腹持ちが良
く、空腹時の軽食や過食防止にもおすすめ。
　また、独自のおいしさ設計技術を活用し、
味噌汁のおいしさをしっかり感じられる味わ
いしている。
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潮 

流

　

岡
山 

憲
史
氏

(

株
式
会
社

マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代
表
取

締
役)

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト

「
第
１
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

に
て
１
万
人
超
の
参
加
者
の

中
か
ら
優
勝
。
２
０
０
２
年

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
経
済
最
前
線
」
に
て
独
自
の
投
資
支
援
シ
ス
テ

ム
が
紹
介
さ
れ
た
。
直
近
で
は
２
０
２
４
年
３
月
の
夕
刊
フ
ジ

主
催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
優
勝
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス

ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、
月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く

執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投
資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
。
h
t
t
p
:
/
/
m
a
r
k
e
t
b
a
n
k
.
j
p

利上げはマイナス要因
米国市場に支えられる日本株

し
ば
ら
く
ボ
ッ
ク
ス
相
場
つ
づ
く

ＡｐｐｉｅｒＧ
　　　の日足チャート

　日銀の植
田総裁は利
上げに積極
的な姿勢を
見せている。
植田総裁だ
けでなく田

村直樹審議委員も２月６日の講演会で「２０２
５年度後半には少なくとも１％程度まで短期金
利を上げておくことが必要だ」と利上げを容認
している。
　日銀が早期に追加利上げを実施する可能性が
意識されていることから、２月１３日には長期
金利の指標となる新発１０年物国債利回りが１．
３７％に上昇（価格は下落）した。２０１０年
４月以来、１４年１０カ月ぶりの高さだ。国内
金利上昇は円高要因となり日本株にはマイナス
要因だ。
　一方、トランプ大統領による関税引き上げで、
米連邦準備理事会（ＦＲＢ）が政策金利水準を
当面維持するとの観測が強まる中、２月１２日
発表の１月の米消費者物価指数（ＣＰＩ）は前
月比０．５％上昇と市場予想（０．３％）を上
回った。前年同月比では３．０％上昇と、市場
予想（２．９％上昇）を上回った。物価の上昇
圧力が依然として強いことを示した。パウエル
ＦＲＢ議長はインフレについて「目標値に戻す
ために大きな進歩を遂げたが、まだ完全に達成
されていない。引き続き経済に制約的な政策を

維持し
たい」
と利下
げを急
がない
姿勢を
示した。
　現状
では米
国の利
下げは
当分先

送りされる
だろう。あ
ったとして
も１２月に
１回の利下
げを行なう
かどうかだ。
米国の利下
げが先送り
になること
は米国金利
上昇となり、
ドル高・円
安になる。
米国株には
マイナスだ
が、円安は
日本株にプ
ラス要因だ。
このように円高のマイナス要因を打ち消
してくれているのが米国だ。米国の利下
げ先送りは本来、米国株にはマイナスで
ある。しかし、米国株は過去最高値水準
から大きな下げにはなっておらず、投資
家の買い意欲は強い。
　日本株は米国市場に支えられて下値は
堅いが、上値は重い。日経平均は暫く、
３万８０００円から４万円のボックス相
場が続きそうだ。トランプ大統領による
関税の引き上げは株式市場にはマイナス
ではあるが、それ以上に規制緩和と減税
のプラス効果が大きい。また、イーロン・
マスク氏が率いる政府効率化省が進めて
いる連邦政府の人員削減や官僚による腐
敗根絶などで、約２兆ドル（３０８兆円）
の財政赤字が半減できればドル高・円安
となり、日米の株にプラスである。
　潮流銘柄はＡｐｐｉｅｒ　Ｇｒｏｕｐ
（４１８０）、Ｍａｃｂｅｅ　Ｐｌａｎｅ
ｔ（７０９５）、サイバーエージェント（４
７５１）。
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敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

日経２２５先物の日足チャート

ドル円の日足チャート

自動車関連株は手掛けにくい

Ｂ
Ｏ
Ｘ
相
場
の
下
限
を
試
す

ト
ラ
ン
プ
砲
に
不
安
拡
大

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
末
比

約
３
７
２
円
安
と
反
落
、
２
週
ぶ

り
に
週
足
陰
線
と
な
っ
た
。
ト
ラ

ン
プ
関
税
や
円
高
が
相
場
を
重
く

し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
輸
入
自
動
車
に

対
し
２
５
％
の
関
税
を
課
す
と
発

言
、
も
し
、
日
本
に
も
関
税
が
課

せ
ら
れ
る
と
大
手
自
動
車
メ

ー
カ
ー
６
社
で
約
３
兆
円
の

影
響
が
出
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
正
式
発
表
は
４
月
２
日

と
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ま

で
裏
で
ト
ラ
ン
プ
氏
と
の
交
渉
が

行
わ
れ
る
と
は
思
わ
れ
る
が
、
自

動
車
関
連
株
は
手
掛
け
に
く
い
状

況
だ
。

　

さ
ら
に
物
価
上
昇
に
伴
い
、
日

本
の
長
期
金
利
も
上
昇
、
先
週
は

一
時
１
・
４
５
％
と
２
０
０
９
年

１
１
月
以
来
の
高
水
準
と
な
っ
た
。

金
利
上
昇
で
円
高
も
加
速
、
業
績

悪
化
懸
念
か
ら
株
は
売
ら
れ
る
展

開
と
な
っ
た
。

　

長
期
金
利
が
上
昇
す
る
と
債
券

価
格
は
下
落
す
る
の
で
、
債
券
投

資
を
し
て
い
る
保
険
会
社
な

ど
は
損
を
埋
め
る
た
め
株
を

売
る
こ
と
に

な
る
。
急
激

な
金
利
の
上

昇
は
市
場
に

混
乱
を
も
た

ら
す
の
で
、

植
田
総
裁
は

「
異
常
な
金

利
上
昇
の
局

面
で
は
国
債
買
い
入
れ
の
増
額

を
実
施
す
る
」
と
し
て
い
る
が
、

上
昇
の
流
れ
は
止
ま
ら
な
い
だ

ろ
う
。

　

こ
の
流
れ
を
受
け
て
今
週
は

下
値
を
試
す
動
き
が
想
定
さ
れ

よ
う
。
チ
ャ
ー
ト
で
は
５
カ
月

に
も
及
ぶ
上
下
幅
約
２
０
０
０
円

Ｂ
Ｏ
Ｘ
相
場
が
続
い
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
も
先
週
は
三
角
保
ち
合

い
か
ら
下
に
抜
け
て
く
る
展
開
と

な
っ
た
。

　

５
２
週
移
動
平
均
線
（
３
万
８

７
８
１

円
処
）

が
下
値

を
サ
ポ

ー
ト
す

る
形
で

推
移
し

て
き
た

が
、
こ

の
ラ
イ

ン
を
明

確
に
割

り
込
む

と
再
び

３
万
８
０
０
０
円
を
試
す
展
開
が

想
定
さ
れ
る
。
下
値
メ
ド
と
し
て

は
２
月
３
日
（
３
万
８
４
０
１
円
）
、

１
月
１
７
日
（
３
万
８
０
５
５
円
）

の
安
値
が
意
識
さ
れ
よ
う
。
ボ
リ

ン
ジ
ャ
ー
バ
ン
ド
の
▼
３
σ
が
３

８
０
５
０
円
処
の
た
め
、
３
万
８

０
０
０
円
前
後
で
は
一
旦
は
下
げ

渋
り
そ
う
だ
。

　

相
場
の
格
言
に
「
放
れ
に
つ
け
」

が
あ
る
。
Ｂ
Ｏ
Ｘ
相
場
か
ら
放
れ
た

方
に
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る

の
で
、
放
れ
た
方
に
つ
け
と
い
う

意
味
で
あ
る
が
今
週
は
Ｂ
Ｏ
Ｘ
相

場
の
下
限
を
試
し
に
行
く
展
開
を

想
定
す
る
。

　

今
週
の
レ
ン
ジ
は
３
万
７
９
０

０
円
～
３
万
８
９
０
０
円
を
想
定
。

為
替
の
動
き
に
注
意
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ハ
チ
ロ
ク
）

、

、
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記
者
の
視
点

相
場
見
通
し

内容次第で半導体が荒れる？

エヌビディア決算が焦点

　

２
月
第
２
週

の
東
京
市
場
は

１
ド
ル
１
５
０

円
割
れ
の
円
高

と
と
も
に
値
を

崩
し
て
、
日
経

平
均
は
３
万
８

５
０
０
円
割
れ

ま
で
値
を
崩
し

た
。

　

急
激
な
円
高

の
キ
ッ
カ
ケ
と

な
っ
た
の
が
宮

城
県
金
融
経
済

懇
談
会
で
の
高

田
創
日
銀
審
議
委
員
の
発
言
。

「
賃
上
げ
な
ど
前
向

き
な
企
業
行
動
の
持

続
性
が
確
認
さ
れ
て

経
済
・
物
価
見
通
し

が
実
現
し
て
い
け
ば
、

利
上
げ
で
一
段
の
ギ

ア
シ
フ
ト
を
進
め
る

局
面
に
あ
る
」
と
の

内
容
が
伝
わ
る
と
ド

ル
売
り
円
買
い
が
加

速
し
、
そ
れ
と
連
動

し
て
輸
出
系
が
値
を

崩
す
動
き
に
な
っ
た
。

国
内
長
期
金
利
の
上

昇
や
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
の
関
税
ラ
ッ
シ
ュ
で
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
気
迷
い
の
と
こ
ろ

に
、
高
田
発
言
が
円
高
株
安

の
背
中
を
押
し
た
格
好
に
な

っ
た
。

　

加
え
て
、
米
国
で
は
小
売
り

売
り
大
手
の
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
の

通
期
利
益
見
通
し
が
市
場
予
想

を
下
回
り
、
米
景
気
の
不
透
明

感
か
ら
投
資
家
心
理
が
悪
化
し

た
の
が
気
掛
か
り
だ
。
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
の
関
税
の
影
響
が
消

費
者
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に

な
れ
ば
、
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
の
金
融
政

策
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
に

な
る
こ
と
か
ら
、
当
面
は
国
内

外
の
経
済
動
向
を
睨
み
な
が
ら

慎
重
に
行
動
し
た
い
。

　

今
週
は
２
４
日
が
天
皇
誕
生

日
の
振
替
休
日
で
３
連
休
に
な

る
こ
と
か
ら
、
祝
日
取
引
が
実

施
さ
れ
る
２
２
５
先
物
の
動
き

に
は
注
視
し
た
い
。
米
国
で
は

２
６
日
の
エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
の
決

算
が
最
大
の
注
目
に
な
る
。
今

回
は
１
月
の
半
導
体
関
連
急
落

の
キ
ッ
カ
ケ
と
な
っ
た
デ
ィ
ー

プ
シ
ー
ク
の
影
響
を
エ
ヌ
ビ
デ

ィ
ア
が
ど
う
判
断
す
る
か
が
最

大
の
焦
点
。
決
算
が
市
場
予
想

を
上
回
る
こ
と
に
な
っ
て
も
そ

の
後
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
次
第
で
は

値
を
崩
す
可
能
性
も
あ
る
こ
と

か
ら
警
戒
は
怠
れ
な
い
。

　

そ
の
先
は
自
動
車
な
ど
へ
の

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
関
税
が
ど

う
な
る
か
。
為
替
含
め
て
神
経

質
に
な
り
過
ぎ
と
も
言
え
る
が
、

米
国
の
比
率
が
低
い
ス
ズ
キ

（
７
２
６
９
）
や
内
需
な
ど
を

狙
い
つ
つ
全
般
の
流
れ
を
見
極

め
た
い
。

当面のスケジュール

 

・24日 休場：東京、振替休日
・25日 1月企業向けサービス価格指数
　　　 1月全国百貨店売上高
　　　 米2月ＣＢ消費者信頼感指数
・26日 Ｇ20財務相・中央銀行総裁会議
　　 　(～27日南ア)
　　　 米1月新築住宅販売件
・27日 米10-12月期ＧＤＰ改定
・28日 2月東京都区部消費者物価
　　　 1月鉱工業生産、1月商業動態統計
　　　 米1月個人所得・個人支出・デフレ
　　　 ーター
・１日 中国2月製造業ＰＭＩ、中国2月非製
　　　 造業ＰＭＩ、中国2月コンポジット
　　　 ＰＭＩ
・３日 中国2月Ｃａｉｘｉｎ製造業ＰＭＩ
　　　 米2月ＩＳＭ製造業景況指数
・４日 1月失業率・有効求人倍率
　　　 10-12月期法人企業統計
　　　 2月マネタリーベース
　　　 2月消費動向調査
・５日 内田日銀副総裁が静岡県金融経済懇
　　　 談会出席・会見
　　　 中国、全国人民代表大会開幕
　　　 米2月ＡＤＰ雇用統計
　　　 米2月ＩＳＭ非製造業景況指数
　　　 米1月製造業受注
　　　 ベージュブック(米地区連銀経済報
　　　 告)
・６日 ＥＣＢ定例理事会(ラガルド総裁会
　　　 見)
　　　 米1月貿易収支
・７日 中国2月貿易収支
　　　 米2月雇用統計

編 

集 

後 

記

　

１
年
あ
ま
り
右
肩
の
痛
み
に

苦
し
ん
で
き
た
が
、
再
診
の
結

果
、
腱
板
（
け
ん
ば
ん
）
断
裂

だ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
腱

板
は
腕
の
骨
を
肩
の
関
節
に
引

き
よ
せ
ス
ム
ー
ズ
に
動
く
よ
う

調
整
す
る
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル

で
、
転
倒
し
て
手
を
つ
い
た
り

重
い
も
の
を
持
ち
上
げ
た
り
し

た
時
や
、
同
じ
動
作
を
繰
り
返

す
こ
と
で
も
切
れ
る
ら
し
い
。

整
体
治
療
で
ご
ま
か
し
な
が
ら

過
ご
し
て
き
た
が
、
寒
さ
が
増

す
こ
の
時
期
、
夜
間
痛
で
眠
れ

な
い
日
も
多
く
、
近
く
手
術
を

受
け
る
こ
と
に
し
た
。

　

往
来
相
場
も
い
つ
ま
で
も
続

か
な
い
。
保
ち
合
い
放
れ
を
意

識
し
た
投
資
行
動
を
と
り
た
い
。

　【ご注意】株式市場新聞は投資の参考になる情報提供を目的としており、投資の勧誘をするものではありません。
記事には業績や株価、出来事について今後の見通しを記述したものが含まれていますが、それらはあくまで予想であ
り、内容の正確性、信頼性、予測の的確性を保障するものではありません。当紙が掲載している情報に基づく投資で
被られたいかなる損害について、当社と情報提供者は一切の責任を負いません。投資についての決定はすべてご自身
の判断、責任でお願いいたします。


